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広島湯来線麦谷２工区道路改良工事について

１．工事概要について

○ 工事名 ：広島湯来線麦谷２工区道路改良工事

○ 施工延長：Ｌ＝８４０ｍ

○ 工期：平成28年12月16日 から 平成32年3月10日まで（予定）

○ 主な工種： 道路土工 一式

法面工 一式

擁壁工 一式

函渠工 一式

橋りょう工 一式

付帯工 一式

作業用道路設置撤去工 一式

仮設工 一式

２．迂回路について

○ 工事期間中には、別紙のとおり迂回路を設け、一般車両等の

通行を確保することとしておりますが、迂回路設置時や橋りょう

等の施工時には、一時的に通行止めとなることがあります。

３．濁水対策について

○ 本工事区域には、不明谷川が並行して流れております。

河川への濁水対策については、取付道路建設工事施工時

以上の対策を講じることとしています。

沈砂池の設置、ノッチタンクによる濁水処理、河川への大型

土嚢の設置等、対策を行っていきます。
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工事は皆様の御協力により、概ね順調に進捗しており、来年１月中旬頃

まで管きょ工を施工し、その後舗装復旧工を行うよう計画しています。

《工事内容のご紹介》

高強度・高水密性の部材を弾性接着材

により接合することにより、耐震性能を

より向上させています。

耐震性、水密性に優れたマンホール継手

を使用しています。

【二系統整備しています】
管路及びマンホール設置

放流中でも点検できるよう、それぞれ二系統で整備しています。

【耐震性を有す管路を建設しています】

【水密性・耐スリップ性能を向上させた、かわいらしいデザインの鉄蓋を使用していま

管路の両端に栓を着け、管路内の空気を吸い込み、真空の度合いを確認します。

放流管の水密性の確認について

管路の両端に栓を着け、その管路の中の空気

を真空ポンプにより吸い込んで、管路内を所定

の負圧状態とします。

《電気融着接合が不完全であれば、その部分

から管の外の空気を吸い込んでしまうため、管

内が負圧状態になりません》

さらに、この状態を１時間保てるかどうか確認

（圧力低下が３％以内であることを確認）し、管

の水密性を検証しています。

◆気密（真空）試験の方法について

－0.07MPa
１時間保持

管路端部① 管路端部②

計画的に放流管内の調査が行えるよう、管路に伸縮脱着部を

設けています。

点検の際は、ここの部分を外し、そこから管内ﾃﾚﾋﾞｶﾒﾗ調査を

行うほか、必要であれば管内洗浄等を行います。

◆管内調査について

モニター車でカメラを遠隔操作

自走式カメラ

点検マンホールの中

通常は一体の管路ですが

点検時、この部分を脱着します

自走式カメラ挿入状況

供用開始後の放流管の維持管理について

管外の空気が入らないように、しっかりとｷｬｯﾌﾟを固定
































































